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【１ いわて DfG PB-1 号の特長】 
(1) 最大の特長は、新奇性の高い八重咲きの花を咲かせることです（図１、２）。 
(2) 雄しべが花弁となることで、八重咲きとなっています（図１）。 
(3) 鉢花向けの品種であり、花色は青色で、花弁が外側へ大きく開きます（図２）。 
(4) ３月中旬に挿し木、摘心を 2回行った場合、9月中旬から開花が始まります（表１）。 
(5) ２次以上の側枝の発生が良く、花蕾数が多いです（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２ 留意事項】 
(1) 挿し木繁殖により育成した苗を用いて生産を行いますが、採穂用親株の前歴をはじめ、栽培
地域や栽培方法が異なると、開花期や草姿が変動する可能性があります。 

(2) 栽培管理に関しては、「いわて DfG PB-１号」栽培マニュアル(仮称、R１作成予定)を参照し
てください。 

 

※ 本成果は、農研機構生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」の支援で得られた成果です。 
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鉢花向け八重咲きりんどう「いわて DfG PB-1 号」 

図 2 「いわて DfG PB-1号」の草姿 

（12cm鉢 3本仕立て） 

図 1 「いわて DfG PB-1号」の花 

花冠内面上部 花冠外面上部 花冠の長さ (mm) 花頭部の直径 (mm) 花冠先端の直径 (mm)

明青紫
VIOLET-BLUE 96C1)

紫白
VIOLET-BLUE 97D1) 38.3 13.2 34.5

開花期
2) 草丈 (cm) 葉の形

3)
二次以上の側枝数 花蕾数

9・3半旬 21.3 狭披針形 63.4 78.9

表 1 「いわて DfG PB-1号」の特性（10.5cm鉢 1本仕立て） 

1) RHS カラーチャートの色票番号 

2) 株で最初に開花が観察された時期（約 4半旬後に 5分咲き程度となる） 

3) 農林水産植物種類別審査基準「リンドウ属」によって識別 


